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よ
う
や
く
放
牧
 

さ
る
五
月
二
十
八
日
、
小
田

川
山
の
町
営
牧
場
で
よ
う
や
く

牛
の
放
牧
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
豪
雪
と
低
温
続
き

の
影
響
で
例
年
だ
と
こ
の
時
期

三
十
セ
ン
チ
を
超
し
て
い
る
牧

草
も
十
セ
ン
チ
足
ら
ず
し
か
伸

び
て
お
ら
ず
二
週
間
以
上
の
遅

れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
日
は
朝
か
ら
上
天
気
、
 

長
い
間
牛
舎
に
閉
じ
こ
も
っ
て

い
た
牛
が
ト
ラ
ッ
ク
で
次
々
と

運
び
込
ま
れ
る
と
、
新
し
い
耳

標
が
付
け
ら
れ
、
県
家
畜
保
健
 
 衛

生
所
の
検
査
を
受
け
ま

し
た
。
 

牛
は
す
べ
て
黒
毛
和
種

で
、
今
年
生
ま
れ
た
仔
牛

五
十
七
頭
を
含
む
百
三
十

三
頭
。
検
査
を
終
え
た
牛

た
ち
は
、
牧
区
の
横
木
が

は
ず
さ
れ
る
と
モ
ー
ス
ビ
 

ー
ド
で
春
の
日
ざ
し
の
中

へ
駆
け
て
ゆ
き
、
親
子
仲

睦
ま
じ
く
若
草
を
ほ
お
ば

っ
て
い
る
光
景
が
印
象
的

で
し
た
。
 

こ
の
牛
た
ち
は
、
約
六
ケ
月
 

町
と
金
木
営

林
署
主
催
の
五

十
九
年
度
植
樹

祭
が
、
さ
る
五

月
十
五
日
、
小

田
川
ダ
ム
近
く

の
国
有
林
で
行

わ
れ
、
約
百
五

十
人
の
参
加
者

は
、
快
よ
い
汗

を
流
し
て
い
ま

し
た
。
 
 

間
青
々
と
し
た
、
牧
草
地
で
生

活
を
送
り
ま
す
。
 

植
樹
祭
 

こ
の
植
樹
祭
は
、
緑
を
孫
子

の
代
に
残
そ
う
ー
。
と
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
植
樹
場

所
は

一
昨
年
樹
齢
約
百
二
十
年

の
ヒ
バ
を
伐
採
し
た
跡
地
三
・

四
六
・加
で
成
長
の
早
い
杉
苗
一

万
四
百
本
を
植
え
る
計
画
で
す
。
 

植
樹
に
先
立
ち
、
鈴
木
三
男

営
林
署
長
、
古
川
竹
夫
町
長
ら

が
「
緑
は
町
の
宝
、
美
林
を
守

り
育
て
次
の
世
代
へ
継
承
し
よ

う
。」
な
どと
あ
い
さ
つ
。
営
林
 
 署

係
員
の
模
範
植
樹
の
あ
と
、
 

参
加
者
は
ク
ワ
と
杉
苗
を
手
に
 

“丈
夫
に
育
て
よ
ク
と
丁
寧
に

植
え
付
け
て
い
ま
し
た
。
約
一

時
間
ほ
ど
で
千
本
の
杉
苗
を
植

樹
し
終
え
、
い
つ
し
か
快
い
汗

が
に
じ
み
出
て
い
ま
し
た
。
 

北
五
地
方
林
業
振
興
協
議
会
 

（
平山
文
三
郎
会
長
）
で
も
、
 

さ
る
五
月
ニ
十
五
日
芦
野
公
園

で
記
念
植
樹
を
し
ま
し
た
。
 

植
樹
に
先
立
ち
同
協
議

会
で
は
通
常
総
会
を
開
き
、
 

功
労
者
の
表
彰
や
町
内
小

中
学
校
に
イ
チ
イ
の
苗
木

を
贈
り
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
公
園
対
岸
の

つ
り
橋
附
近
に
、
ソ
メ
イ

ョ
シ
ノ
、
ヤ
ェ
ザ
ク
ラ
合

わ
せ
て
百
本
を
植
樹
。
出

席
者
に
も
イ
チ
イ
の
苗
木

を
配
付
す
る
な
ど
緑
化
推

進
に
一
役買
っ
て
い
ま
し
た
。
 

な
お
林
業
功
労
者
の
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
白
川
嘉
四
太
郎
I
永
年
に

わ
た
っ
て
地
域
の
造
林
間
伐
の

推
進
を
図
り
林
業
振
興
に
尽
力

し
た
。
 

▽
米
谷
甚
九
郎
I
永
年
に
わ
 

こ
の
あ
と
、
山
菜
採
り
シ
ー
 

ズ
ン
に
備
え
て
、
山
火
事
警
防

協
議
会
が
中
央
公
民
館
で
開
か

れ
、
 「燃
ゃ
す
ま
い
み
ん
な
の

暮
ら
し
に
生
き
る
山
」
を
標
語

に
、
山
火
事
防
止
対
策
な
ど
に

つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。
 

た
っ
て
地
域
の
薪
炭
共
用
林
組

合
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
す

る
と
共
に
山
火
事
防
止
の
啓
蒙

を
図
り
林
業
振
興
に
尽
力
し
た
。
 

▽
工
藤
与
右
工
門
I
県
民
有

林
造
林
保
育
コ
ン
ク
ー
ル
に
参

加
入
賞
し
、
地
域
住
民
に
範
を

示
し
た
。
 

▽
今
正
志
I
県
民
有
林
造
林

保
育
コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加
入
賞

し
、
地
城
住
民
に
範
を
示
し
た
。
 

(1） 金木だよ り 

緑
化
推
進
に

一
役
 

北
五
林
業
振
興
協
議
会
で
も
・
 



全
国

表
彰
 

子
ど
も
会
高
校
生
リ
ー
ダ

ー
会
 

金
木
地
区
子
ど
も
会
子
ど
も

連
合
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
会
（
古

川
博
延
会
長
廿
五
農
高
三
年
）
 

が
こ
の
ほ
ど
日
本
善
行
会
（
林

敬
三
会
長
ー
日
赤
社
長
）
か
ら
 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 
 

が
認
凶
引
れ
H
も

の
で
受
賞
に

恥
な
い
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
」
 

と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し

た
。
 

同
会
は
現
在
、
中
学
生
と
一

緒
に
な
り
子
ど
も
会
リ
ー
ダ

ー
 

プレーボール 
朝 野 球 

置
‘
，F
 

同
会
は
十
年

前
に
高
校
生
十

人
で
発
足
し
、
 

子
ど
も
会
行
事

の
計
画
立
案
を

目
的
に
活
動
し
、
 

子
ど
も
会
活
動

の
原
動
力
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
活
動
が
 

“青
少
年
の
健
 

全
書
成
に
責
献
ー
 

し
た
も
の
〈
と

し
て
認
め
ら
れ
、
 

去
る
十
九
日
東
 

京
で
行
わ
れ
た
表
彰
状
の
伝
達

式
に
は
、
角
田
和
志
副
会
長
（
 

金
木
高
三
年
）
が
世
話
人
の
山

本
麿
さ
ん

（
大
沢内
小
教
諭
）
 

と
出
席
。
林
会
長
か
ら
表
彰
状

と
記
念
の
た

て
を
贈
ら
れ
ま
し

た
。
角
田
君
は
づ
先
輩
の
功
績
 

、
 

ズ
ク
ラ
ブ
（別
名
カ
ー
ニ
バ
ル
）
 

を
結
成
。
九
月
に
 
「親
と
子
の

つ
ど
い
」
と
題
し
て
全
国
子
ど

も
会
の
映
画
上
映
を
企
画
す
る

な
ど
し
て
、
子
ど
も
会
活
動
の

一
層
の
発
展
を
め
ざ
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
 

金
木
町
朝
野

球
協
会

（
高橋

元
弥
会
長
）
で

は
五
月
二
十
日

の
早
朝
、
芦
野

グ
ラ
ン
ド
で
開

会
式
を
行
い
、
 

現
在
プ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
中
で
す
。
 

開
会
式
は
、
 

満
開
の
桜
の
中

そ
ろ
い
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
を
着
た
 

A
級
、

B
級
四

百
四
人
の
選
手

達
が
互
い
の
健
 
 

闘
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

新
鮮
な
朝

の
空
気
を
吸
っ
て

の
プ
レ
ー
は
、
朝
野
球
な
ら
で

は
の
も
の
で
、
野
球
好
き
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

代
わ
り
に
参
加
し

て
い
る
人
も

い
る
と
か
。
 

最
近
県
大
会
の
出
場
チ

ー
ム

が
金
木
町
か
ら
出
て
い
な
い
の

は
非
常
に
残
念
ー
。
と
話
し
て

い
た
石
川
孝
弘
理
事
長
も
今
年

こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で

い
ま
し

た
。
同
協
会
で
は
、
試
合
に
先

立
ち
、
審
判
講
習
会
ゃ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
な
ど
を
実
施
し
、
 

技
術
向
上
だ
け
で
な
く
野
球
に
 
 

対
す
る
認
識
も
深
め
よ
う
と
努

力
し
て
い
ま
す
。
 

今
年
度
の
参
加
チ
ー
ム
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

廿
 

A
級
 
廿
 

▽
金
木
愛
球
会
▽
原
田
で
ん

き
▽
川
倉
愛
球
ク

ラ
ブ
▽
金
木
 

町
役
場

A
▽
c
 

1
T
Y
n
▽
大

東
ケ
丘
サ
ン
ト

ピ
ア
ホ
ー
ム
▽

ア
ポ
ロ
吉
崎
▽

藤
枝
太
陽
ク
ラ

ブ
▽
男
寿
し
ク

ラ
ブ
▽
小
田
川

土
地
改
良
区
 

ー

B
級
井

▽
イ
ー
グ
ル

ス
▽
力
ー
ペ
ン
 

」寿
 

加
‘
 

タ
ー
ズ
▽
下
山
自
動
車
▽
上
町

ク
ラ
ブ
▽
金
木
町
役
場

B
▽
芦

野
ク
ラ
ブ
▽
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
▽

朝
日
ク
ラ
ブ
▽
農
政
局
▽
喜
良

市
棒
球
隊
▽
太
宰
ク
ラ
ブ
マ
レ

ッ
ツ
▽
蒔
田
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
 

金木だよ り (2) 



イ
ン
を
求
め
ら

れ
大
弱
り
し
て

い
ま
し
た
が
テ

キ
バ
キ
と
応
え

頭
を
な
で
て
い

ま
し
た
。
 

同
氏
は
父
同

様
各
学
校
に
金

一
封
を
贈
り
ま

し
た
が
、
こ
の

学
校
訪
問
で
父
 

の
偉
大
さ
と
仁
 

F
臓
 

金
木
町
名
誉
町
民
故
藤
元
嘉

嗣
氏
の
次
男
ビ
ー
タ
ー
藤
元
氏

ニ
ユ

ー
ョ
ー
ク
市
在
住
・
四
十
 

・

一
歳
）
が
、父
の
遺
骨
を
生
ま

れ
故
郷
に
埋
葬
の
た
め
、
五
月

二
十
五
日
来
町
し
ま
し
た
。
 

故
藤
元
氏
は
、
去
る
三
月
十

九
日
（
現
地
時
間
）
在
住
先
の

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
市
で
胃
ガ
ン
の

た
め
倒
れ
、
八
十
四
歳
を

一
期

に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
が
、
生
前

の
意
志
に
よ
り
古
里
の
菩
堤
寺

に
弔
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で

す
。
 

午
前
九
時
四
十
五
分
、
青
森

空
港
に
着
い
た
ビ
ー
タ
ー
藤
元

氏
は
、
吉
崎
忠
直
町
助
役
や
親

戚
知
人
ら
の
出
向
え
を
受
け
、
 

実
家
の
藤
元
昭
造
さ
ん
宅
に
到
 
 

着
す
る
と
嘉
嗣
氏
の
妹
成

m
ヒ

サ
さ
ん
は
、
分
骨
を
見
て
涙
し
、
 

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
ビ
ー
タ
 

ー
氏
を
見
て
固
く
握
手
、
兄
の

面
影
を
偲
ん
で
い
ま
し
た
。
 

分
骨
式

と
 

法
 
要
 

分
骨
式
と
法
要
は
、
ニ
十
七

日
古
川
竹
夫
町
長
、
原

m
一
実

県
議
ら
約
百
人
が
参
列
し
、
金

木
町
の
雲
祥
寺
で
、
し
め
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

古
川
町
長
は
故
藤
元
さ
ん
の

遺
徳
を
偲
ぶ
と
共
に
「
藤
元
文

庫
」
等
の
功
績
を
た
た
え
る
弔

い
の
こ
と
ぱ
を
述
ぺ
た
あ
と
、
 

一
戸
哲
三
住
職
の
説
経
の
中
、
 
 遺

族
、
参
列
者
が
次
々
焼
香
、
 

故
人
に
哀
悼
の
意
を
捧
げ
ま
し

た
。
 

遺
骨
は
、
故
人
が
昭
和
三
十

年
に
一
時
帰
国
し
た
と
き
建

立
し
た
両
親
ら
の
眠
る
墓
に
埋

葬
さ
れ
、
 「
こ
れ
で
親
や
姉
ら

と
一
緒
に
な
れ
た
と
喜
ん
で
い

る
で
し
ょ
う
。」
と
妹
ヒ
サ
さ
ん
 

』
（語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

学
校
訪
問
と
 

記
念
植
樹
 

一
 

父
の
功
績
を
．
見
し
て
帰
ろ

う
ー
。
と
二
十
八
日
ビ
ー
タ

ー
 

氏
は
金
木
町
内
の
小
巾
高
各
学

校
の
 
「藤
元
文
庫
」
な
ど
を
兄

学
し
ま
し
た
。
 

特
に
金
木
小
学
校
で
は
、
写

生
を
し
て
い
た
児
童
数
人
に
サ
 
 

徳
に
威
銭
を
受
け
た
様
子
で
し
た
。
 

三
十
一
日
の
帰
国
を
前
に
、
 

二
十
九
日
に
は
来
町
記
念
に
と
、
 

ビ
ー
タ
ー
氏
は
芦
野
公
閲
太
宰

碑
と
な
り
に
、
古
川
町
長
と
記

念
植
樹
を
し
ま
し
た
。
 

記
念
樹
は
、
ア
メ
リ
カ
花
水

木
と
生
前
藤
元
嘉
嗣
氏
が
こ
よ

な
く
愛
し
た
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
一
一

本
で
、
同
氏
は
「
良
い
記
念
に

な
っ
た
。
今
度
来
る
と
き
は

一

家
四
人
で
樹
の
成
長
と
芦
野
公

園
の
桜
を
見
て
い
き
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ピ
ー
タ
ー
 

氏
は
日
本
で
い
う
電
々
公
社
の

課
長
で
、
来
町
ニ

ー
三
ケ
月
前

か
ら
日
本
語
や
習
慣
を
勉
強
し

た
そ
う
で
、
慣
れ
な
い

n
本
語

を
交
じ
え
通
訳
の
佐
井
川
仁
さ

ん
（
金
木
）
を
混
乱
さ
せ
て
い

ま
し
た
。
 

植
樹
の
あ
と
ビ
ー
タ
ー
氏
は

古
川
町
長
に
「
園
内
の
桜
を
増

植
し
て
。」
と
金
五
万
円
を
寄
贈

し
、
こ
の
日
植
樹
を
終
え
る
と

父
の
親
し
く
し
て
い
た
山
本
耕

一
氏
（
前
弘
大
教
授
弘
前
市
在

住
）
を
訪
ね
一
泊
し
、
翌
三
十

日
に
は
十
和
田
湖
で
、
藤
元
昭

造
さ
ん
ら
と
観
光
を
楽
し
み
、
 

三
十
一
日
帰
国
の
途
に
若
き
ま

し
た
。
 

故
藤
元
嘉
嗣
氏

の
略

歴
 

氏
は
、
明
治
高
等
小
学
校
を

卒
業
後
青
森
市
の
菓
子
店
に
奉

公
、
横
須
賀
に
移
り
運
送
店
の

船
員
と
し
て
就
職
直
後
ニ
ュ

ー
 

ョ
ー
ク
市
に
移
住
、
レ
ス
ト
ラ

ン
「
チ
ェ
リ

ー
」
を
開
業
す
る

ま
で
苦
難
の
数
年
問
を
過
ご
し

ま
し
た
。
事
業
が
順
調
に
進
ん

だ
昭
和
二
十
五
年
故
郷
金
木
の

学
校
で
学
用
品
や
運
動
具
が
不

足
し
て
困
っ
て
い
る
こ
と
を
知

り
現
金
や
品
物
を
贈
り
続
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 こ
れ
を

基
に
金
木
中
学
校
と
金
木
高
校

で
は
「
藤
元
文
庫
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
に
は

オ
ク
タ
べ

ー
夫
人
と
帰
郷
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
異
郷
の
地
 
 に

あ
り
な
が
ら
金
木
町
を
こ
よ

な
く
愛
し
金
品
を
贈
り
続
け
る

奇
特
な
行
為
を
讃
え
町
で
は
昭

和
四
十
九
年
三
月
一
日
付
で
金

木
町
名
誉
町
民
の
称
号
を
与
え

名
誉
町
民
章
を
噌
り
主
し
た
。
 

三
人
の
 

コ
メ
ン
ト
 

▽
ビ
ー
タ
ー
藤
元
氏
廿
日
本

に
来
て
よ
か
っ
た
。
母
は
フ
ラ

ン
ス
人
、
父
は
日
本
人
で
ア
メ

リ
カ
に
は
親
類
と
い
う
も
の
が

い
な
い
。
金
木
に
来
て
血
の
濃

さ
を
感
じ
た
。
ぜ
ひ
も
う
一
度

家
族
共
々
来
訪
し
た
い
。
 

▽
藤
元
洋
子
さ
ん
（
金
木
）
 

I
ビ
ー
タ
ー
は
日
本
人
と
変
わ

ら
な
い
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
と
っ

つ
き
や
す
い
人
。
何
ん
で
も
好

ん
で
食
べ
る
の
で
大
助
か
り
し

た
。
た
だ
納
豆
は
駄
目
で
し
た
。
 

▽
佐
井
川
仁
さ
ん
（
通
訳
）
 

I
精
神
的
に
疲
れ
ま
し
た
。
朝

食
か
ら
入
浴
ま
で
の
七
口
問
付

き
っ
き
り
で
し
た
が
、
ピ
ー
タ
 

ー
氏
は
私
が
言
わ
ん
と
す
る
こ

と
を
察
知
し
て
先
に
確
認
す
る

よ
う
な
惑
じ
で
ポ
イ
ン
ト
を
話

し
か
け
て
く
る
の
で
、
通
訳
と

し
て
は
助
か
っ
た
。
 お
役
に
た

て
て
本
当
に
う
れ
し
い
。
 

(3） 金木だよ り 
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十
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日
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十

せ
窃
の
両
日
五
脈
勝
原
趣
業
高
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学
校
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

金
木
南
中
学
校
が
見
事
優
勝
旗

を
手
に
し
ま
し
た
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大
会
に
は
、
十
校
が
参
加
、
 

決
勝
戦
は
金
木
同
志
の
対
戦
と

な
り
熱
戦
の
末
、
金
木
南
中
が
 

戸

籍
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窓
 

五
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う
 

由
弘
）
嘉
 
瀬

憲
治
）
嘉
 
瀬

一
穂
）
金
 
木

敬
三
）
川
 
倉

孝
則
）
喜
良
市

幸
男
）
金
 
木

弘
之
）
金
 
木

郷
文
）
川
 
倉

拓
）
嘉
 
瀬

秀
治
）
蒔
 
田

常
一
）
嘉
 
瀬
 
 金

木
中
を
破
り
優
勝
し
ま
し
た
。
 

マ
準
決
勝
 

F
]？
一
！0
1
0
0
0
!
1
 

金
オ
陣
5
0
6
3
×
一k
 

（
五
回コ
ー
ル
ド）
 

（
五
所ニ
）
秋
田
ー
阿
部
寿
 

（金
木
南
）
木
下
ー
加
藤
 

三
塁
打
 
阿
部
咲
（
五
所二
）
 

稲
 
垣
0
0
0
0
1
1
 

金
 
木
2
4
0
0
ひ
 8
 

県
立
金
木
高
等
学
校
（
川
嶋

定
和
校
長
）
で
五
月
二
十
九
日

血
液
不
足
に
少
し
で
も
役
立
て

て
ー
。
と
学
校
を
あ
げ
て
献
血

に
協
力
。
血
液
不
足
に
あ
え
ぐ

関
係
者
か
ら
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
献
血
は
、
県
内
で
血
液

が
不
足
し
隣
り
の
秋
田
県
か
ら

譲
り
受
け
る
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス

を
知
っ
た
同
校
が
、
自
主
的
に

役
場
を
通
じ
て
申
し
出
た
も
の

で
す
。
 

十
六
歳
以
上
の
男
女
生
徒
百

六
十
五
人
が
採
血
に
先
立
ち
血

圧
測
定
や
血
液
比
重
な
ど
の
検

査
を
受
け
、合
格
し
た
百
三
十
一
 

町

内

散

歩
 

藤
 
の
 
滝
 

山
菜
採
り
も
た
け
な
わ
と
な

り
ま
し
た
。
タ
ケ
ノ
コ
、
フ
キ

ワ
ラ
ビ
、
と
冬
用
に
、
も
う
潰

け
た
で
し
ょ
う
か
。
 

さ
て
、
小
田
川
ダ
ム
の
途
中

湯
の
沢
の
前
に
嘉
瀬
山
林
道
と
、
 
 

ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
公
園

や
通
学
路
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
も

実
施
。
地
域
住
民
か
ら
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
 

ち
ょ
う
ど
交
差
す
る
地
点
に
藤

の
滝
が
飛
爆
し
て
い
ま
す
。
 

藤
の
花
も
満
開
と
な
り
自
然

の
造
り
出
す
虹
と
相
伴
し
て
、
 

今
が
見
ご
ろ
で
す
。
ヒ
ン
ヤ
リ

し
た
空
気
は
涼
を
促
し
、
滝
つ

ぼ
か
ら
続
く
渓
も
、
こ
こ
だ
け

別
世
界
の
よ
う
で
す
。
た
ま
に
 

は
お
弁
当
を
持
っ
て
 

。
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